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研究成果の概要（和文）：岩手県沿岸地域住民コホ－ト研究参加者のうち、40歳以上かつ心血管疾患（CVD）の
既往を有しない7,206名を対象に、12 誘導心電図の左室肥大(ECG-LVH)を同定しCVD（心筋梗塞、突然死、心不
全、脳卒中）発症との関連について解析したところ、非CKDとは対照的に、CKDにおいてECG-LVHはCVD発症に有意
に関連した。尿中アルブミン、eGFRまたはフラミンガムリスクスコアFRSにECG‐LVHを追加したモデルによるCVD
リスク識別能が有意に改善した。CKDにおいてECG‐LVHがCVD発症の特定に有用であり、古典的な危険因子への追
加によるリスク識別向上に寄与する有用な指標である。

研究成果の概要（英文）：A total of 7206 participants at least 40 years of age who were free from 
cardiovascular events in a general population were followed for the incidence of cardiovascular 
events. A total of 1886 (26.2%) had CKD, of which 1471 (78.0%) had a preserved eGFR. After an 
average 11.3 years of follow-up, the adjusted hazard ratio for the incidence of cardiovascular 
events significantly increased for ECG-LVH according to the Sokolow Lyon voltage among participants 
with CKD, in contrast to those without CKD. The inclusion of any ECG-LVH parameters improved the 
accuracy of reclassification in any risk prediction model based on the eGFR, UACR, or Framingham 
10-year risk score in the CKD participants (all P values <0.040). In conclusion, in patients with 
CKD stage 1 to 5, ECG-LVH is useful for predicting the risk of future cardiovascular events and adds
 prognostic information to traditional cardiovascular risk assessments.

研究分野：循環器疫学

キーワード： 心肥大　コホート研究　慢性腎臓病　心血管疾患　心電図
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東日本大震災の甚大な被害地域の住民が負った多大なる心的ストレスが、循環器疾患発症リスクと関連すること
がこれまでの疫学研究から明らかにされている。今回得られた解析結果より、心電図の左室肥大所見が、特に
CKD患者において、震災関連の循環器疾患予防の上で高リスクに相当する被災地域居住者を安価かつ簡便に特定
できる可能性が明らかになった。
また、ECG所見と血液、尿所見という既存の危険因子との組み合わせによる評価が、被災地域コホートの循環器
疾患発症の高リスク特定に寄与することが明らかになったことで、循環器疾患を未然に予防する上で有用な情報
となる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 2011年に発生した東日本大震災が甚大な被害をもたらし、復興が遅々とした状況の中現在

でも避難生活を強いられていることや家族と死別したことで、多大なる心的ストレスを負

っている県民が少なくないことが想定される。 

 心的ストレスは、健康状態悪化もしくは将来の循環器疾患(CVD)発症リスクと関連するこ

とが、これまでの疫学研究から明らかにされてきた。また、東日本大震災後に高血圧や循

環器疾患発症が増加したことが報告されている。さらにわれわれは、津波被害の大きい地

域で循環器疾患の発症が今なお増加し続けていることを報告した。 

 そこで、震災関連の循環器疾患予防の上で、高リスクに相当する被災地域居住者を特定す

ることが重要と考えられる。 

 慢性腎臓病（CKD）は CVD発症の主要なリスク因子である。 

 左室肥大は CKDにしばしば合併し、さらに CVD発症に密接に関連することが知られて

いる。 

 

２．研究の目的 

岩手県北地域コホート研究参加者を対象として、 

① CKDにおいて、心電図上の左室肥大(ECG‐LVH)が CVD発症リスクに関連するか 

② CKDにおける既存の CVDリスク因子に ECG-LVH指標を追加することにより、CVDリ

スクの識別能が向上するか 

について明らかにすること。 

 

３．研究の方法 

 平成 23年度の本コホート研究参加者 10,374 名の 12 誘導 ECG をミネソタ基準に準じてコ

ード化し、さらに PQ、QRS 電位の計測を行った。 

 ECG-LVH を、以下の基準により同定した。 

① The Sokolowyon(SL)voltage：SV1+RV5,6≧3.8mV 

② The Cornell voltage(CV): SV3+RaVL＞2.8mV 

③ The Cornell product(CP)voltage：（SV3+RaVL）×QRS(msec) 

 岩手県沿岸地域住民コホ－ト研究参加者のうち、40歳以上かつ過去に CVD の既往を有しな

い 7,206 名を対象に、安静時 ECG 所見から ECG-LVH を同定し、CKD 有無別に、CVD（心筋梗

塞、突然死、心不全、脳卒中）発症との関連について縦断解析を行った。なお CKD は、糸

球体濾過量(GFR) 60ml/分/1.73m2未満またはアルブミン尿 30mg/gCr 以上、と定義され

た。 

 尿中アルブミン、eGFR またはフラミンガムリスクスコア(FRS)に ECG‐LVH を追加したモデ



ルによるリスク識別能の改善を評価するために、net reclassification(NRI)と

integrated discrimination improvement（IDI）を解析した。 

 

４．研究成果 

 平均 11.3 年の追跡調査期間内に 679 名(9.4％)が CVD を発症した。 

 CKD において、SL voltage, Cornell voltage, CP voltage のいずれにおいても CVD 発症

の多因子調整ハザード比が有意に上昇した (P<0.010)。一方、非 CKD においては、いずれ

の ECG-LVH 指標とも CVD 発症の多因子調整ハザード比の有意な上昇は認められなかった。 

 CKD 患者における ECG-LVH と CVD 発症リスクとの関連は、ベースラインの年齢、性別、糖

尿病の併存有無、eGFR(eGFR 60ml/分/1.73m2以上または未満)、尿中アルブミンクレアチ

ニン比(30mg/gCr 以上または未満)とは独立して認められた。なお、この関連は高血圧非併

存例で顕著であり、高血圧併存例との間に交互作用が認められた。 

 尿中アルブミン、eGFR または FRS に ECG‐LVH を追加したそれぞれのモデルにおいて、尿

中アルブミン、eGFR または FRS 単独モデルに比べて、NRI と IDI 上の有意な CVD リスク識

別能の改善が認められた(すべて P<0.020)。 

 以上より、CKD において ECG‐LVH が CVD 発症の特定に有用であり、さらに古典的な危険因

子に追加することにより、リスク識別向上に寄与する有用な指標であることが今回明らか

になった。 

 東日本大震災による甚大な被害地域住民が負った多大なる心的ストレスが、循環器疾患発

症リスクと関連することがこれまでの疫学研究から明らかにされている。今回得られた解

析結果より、安価かつ簡便なツールである ECG の LVH 所見が、特に CKD 例において、震災

関連の循環器疾患発症リスクを特定できる可能性が明らかになった。 

 また、ECG 所見もしくは ECG と血液、尿所見、生活習慣などの既存の危険因子との組み合

わせによる評価が、被災地域コホートの循環器疾患発症の高リスク特定に寄与することが

明らかになったことで、循環器疾患を未然に予防する上で有用な情報となる可能性が示さ

れた。 
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